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農業の重要性はいうまでもなく食物 とい う人間の生活にとって最も不可欠な食料を生産する基
幹産業であるにもかかわ らず,日 本の農業はきわめて不安定な状態にある。その理由は色々ある
が,生 産の面か ら見ると,近 年の異常気象が問題 となる。異常気象は食料生産に大きな影響を与
え,「野菜の高騰,冷 夏や 日照不足による米の価格の高騰などが見られる。また一方,農 業就労者
の高齢化と後継者不足により深刻な後継者不足問題を抱えている。この現実を見るとき,日 本の
農業は根本的な構造的変革の時代にさしかかっているといっても過言ではない。このような不安
定な農業の生産構造を変えていく方法の一つは,現 在の植物生産 システムについて根本から変革
してい くことである。植物の生産 システムの一つの方法 として,従 来のフィール ドワークの農業
をエンジニアリング産業の工業 と結合 させて植物を生産 させる一つの方法が植物工場の導入であ
る。植物工場を農業に導入することによって,新 しい栽培生産 システムを形成 し,農 作物の高い
生産性 と安定性がえられ,そ の結果,日 本の農業生産性を高めることが出来る。
これからの施設の利用形態は園芸施設ではなく施設型植物生産システム施設へと変化 して行か
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なけれぽならないであろ うし,21世 紀の植物生産は,農 業生産 と環境保全,ま た,人 類の健康
維持にかんする多くの要因を考慮しながら計画し実行 して行かなければならない。
これからの植物生産 システムはシステムに投入する人為エネルギーを最小限に し,な おかつシ
ステムか ら流出する不要な物質や有害物質を最小限に留めて,な おかつシステム自体を半閉鎖生
態系 システムとすることによって,作 物栽培の安定をはかって行 くことが必要であ り,そ して半
閉鎖生態系 システムの中で生物の本来的に持 っている多 くの機能を十分に利用する等を基本条件
に含める必要がある。
日本における農業施設,特 に作物の栽培施設における利用の形態を見ると,数 十年前までは,
施設を利用 した植物の生産は特定の高級園芸作物(た とえぽ,ブ ドウ,マ スクメロンなど)に 限
定 されていたが,現 在では多 くの野菜,果 樹等が栽培されてお り,近 年では作物栽培のみならず
施設を利用 して砂漠緑化,森 林再生,都 市緑化などのための樹木苗の生産を施設型植物生産施設
で行な うようになってきた。 このような苗生産の形態は,諸 外国においてはかな り古 くから行な
われている。諸外国におけ る施設型植物生産技術に見られるように苗生産と栽培生産とを分離し
た方式が 日本でも多 く見られるようになってきた。特に苗生産の場合一般的な苗等(露 地栽培用
の野菜苗)の 生産の場合には生産施設の光源 として用いられているのは太陽光を利用した自然光
での育苗が主に行なわれている。
近年パイテク技術の発達による苗生産では主に組織培養などによる育苗が行なわれ,そ の生産
施設内での光源はほとんど人工光を用いた方式で行なわれているのが現実である。このように人
工光源を主体とする栽培施設の利用の大きな目的は,ま ず施設の環境条件を人為的に コントロー
ルす ることが容易に出来るためである。そ して,こ のような閉鎖程度の高い人工光型植物生産施
設の場合では,物 理的環境調節や生物環膨調節などの調節を人為的に行なうことによって植物の
成長制御を容易に行な うことが出来 る,そ の結果高品質の苗の生産が可能となる。
21世 紀の農業は工業の農業化を 目指す事であって,農 業の工業化を目指す ものでは無い』そ
もそも農業 とは動植物の 「生命の再生産」を目的とするところの 「有機的生物生産」である。'こ
のことから生命の再生産に関するかぎ り,「農業の工業化」はあ りえないのである。農業におけ
る植物生産そのもの大半が 「植物生命 自体」の働きによるものであって,先 に述べた植物生産施
設つま り植物工場は,植 物 自体の物質生産のほんの一部の過程を手伝っているにすぎないのであ
る。すなわち,生 命のある植物は,人 間の想像を絶 した無限の潜在能力,無 限の可能性を持 って
お り,植 物の持っている無限の潜在能力ないしは無限の可能性を高度に引き出してい く技術が
「植物工場」である。
工業の農業化を目指す とすれば,完 全制御型か自然光利用型のいずれかに しろ,植 物工場的な
栽培施設を用いた農業経営形態を思考 していかなけれぽならない。植物工場の幾つかの意義は
1)自 然条件にあまり左右されることなく周年生産が可能である。
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2)生 産性が非常に高く,な おかつ無農薬栽培が可能となって くる。
3)土 壌を用いないため連作障害がない。
4)自 動化,省 力化が容易で,作 業環境が良い。
5)高 速生産(生 産期間の短縮化)が 可能とな り,大 量生産 も可能となる。
6)品 質,形 状 ともに均一な規格植物を生産する事が可能となる。
このような特徴を持っている植物工場施設を農業に組み入れることによって植物生産高度支援
システムを構築 し,21世 紀に予想される多 くの環境問題や人 口爆発に ともな う大飢饅を回避す
ることが可能とな り,ま た,焼 畑農業や放牧農業による大規模な自然破壊を阻止 し地球の生態系
を回復させる事が可能 となってくる。
日本の農業は狭い国土と,小 規模な農業生産面積での超高度集約的且つ濃密生産方策の志向は
今後極めて重要となって くるであろう。その際 もっとも重要なことは,ラ ンニングコス トをはじ
めとする経営可能なコス トの低減 と市場の動向を見極めた作 目の的確な選択をおこな う必要があ
る。 また同時に事業と.しての農業経営計画の策定や資金調達計画を立案 してゆかなけれぽならな
い。当研究室では,前 に述べたような視点に立 って,人 為的な環境が植物の物質生産に及ぼす影
響等に主点を置いて,こ れからの新 しい作物の生産に関する基礎的な問題点を取 り上げ研究 ・実
験 ・調査が行なわれている。 また,各 種の施設の見学 ・調査などもおこなっている。
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